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本年度は、通算 5年度間のプロジェクトの最終年度にあたる（資料 1参照）。 
 後者は、本センターが、平成 22年度に文科大臣より認定された「教育関係共同利用拠点」と
して活動するための、平成 23～26年度の 4年間の特別経費プロジェクトである（資料 2参照）。 
 これら二つの特別経費プロジェクトは、拠点の業務を核に相補的に実施してきていることか
ら、本報告書では、どの事業がどちらという区別をすることなく一括して扱っている。 
 相互研修型 FD 拠点としての活動は、京都大学内（学内）、関西地域内（地域）、日本国内
（全国）、国際の各位相に分類され、本年度も着実に遂行されてきている。 












されている。ネットワーク代表者会議（JFDN）も、全国の 15 の FD 関係ネットワークの参加
があり、それぞれ独自の取り組みを紹介し合うことで、次の活動につながる情報共有ができて
いる。また、オンライン・コミュニティとしてインターネット上で動き出しているMOSTに関









 最初に触れたように、本年度は、『大学教員教育研修のための相互研修型 FD 拠点形成』プ























































 本事業は、平成 20 年度政策課題対応経費による「大学教員教育研修のためのモデル拠点形成」、











 だが、「FD 義務化」は、FD の儀礼化・形式化、無意味な負荷による FD への忌避感・強制
感をもたらしかねない。求められるのは、FD 義務化に込められている社会的期待に対して、
個別大学が――「啓蒙的・操作的な FD」ではなく――それぞれの築いてきた日常的な教育改善





に向かうことができるような、強固な相互研修型 FD 拠点の形成が強く求められる。 
  【独創性・新規性等】





修型 FD 拠点の形成を着々と進めてきた。とりわけ、地域レベルでの FD ネットワーク形成（関






4 年間で、学内、地域、全国、国際の 4 つのレベルにおける FD 拠点形成を確立する。この
FD 拠点は、以下の 5 つのプロジェクトを遂行することを通じて、構築される。 
1）FD 企画実践プロジェクト―― 京都大学の学内では、FD 研究検討委員会と協力して、プ





1 年程度の試行期間を経て 2 年目以降本格実施するこのプロジェクトを通じて、関西地区
FD 連絡協議会を FD 組織として成熟させる。さらに、3）の調査や 5）の研究を通じて開
発される共通の FD、ならびに個別大学の文脈に即した FD を実地に移し、その妥当性を検
討する。 
2）遠隔 FD 企画実践プロジェクト――本センターが島根大学、山形大学、大分大学と共同開




基盤を整備する（Mutual Online System for Teaching and learning: MOST など）。これによっ
て全国の大学から任意の個人が、随時、研修と研究の共同体に加わることができるように
する。さらに、これを含めた遠隔 FD のためのプログラムを開発する。 
 3）FD 関連調査・情報共有プロジェクト――専用ホームページを立ち上げ、関西地区 FD 連
絡協議会、大学教育研究フォーラム、海外連携大学との研究協力、併任教員、客員研究員
の協力を得て、地域的・全国的・国際的な FD 関連情報を収集・公開するとともに、必要
－ 6 － － 7 －
Ⅰ . 資料１
な調査（教育・学習環境調査、大学生調査など）を実施する体制を創り、全入時代に求め











遂行する。具体的には、①海外の FD 理論・実践の調査、FD 関連の研究者・実践者の招聘、
国内および海外の高等教育機関（カーネギー教育振興財団、MIT、インディアナ大学、マ
ギル大学など）の FD 関連組織との交流・共同研究などを通じて、京都大学の相互研修型
FD の理論・実践の一般性と独自性を明確化する、②FD 企画実践プロジェクトや FD 評価
プロジェクトと連携して、本プロジェクトをフィールドとするアクションリサーチを実施
する。 
以上の 5 プロジェクトは、互いに密接に関連している。つまり、1）FD 企画実践プロジェク
トと 2）遠隔 FD 企画実践プロジェクトを通じて、アクションリサーチとしての 5）FD 実践研
究が進められ、これらについて 4）FD 評価が加えられるとともに、それらの成果が 3）FD 関
連調査・情報共有プロジェクトを通じて発信・公開される。こうして互いに循環する 3 年間の
5 プロジェクトを通じて、本センターは、学内、地域、全国、国際の 4 つのレベルでの FD の
結節点となり、FD 企画・実践（遠隔 FD を含む）、FD 評価、FD 研究、FD 情報共有の 4 つの
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的資源については、関西地区 FD 連絡協議会の運営、全国レベルの 2 つのフォーラム（それぞ




  【そ の 他】











 まず、本センター内部の実施体制は、平成 20 年度からの継続的な助成により、准教授 2 名、




学が代表幹事校をつとめる関西地区 FD 連絡協議会の事務局も担当している。 
 学外については、地域・全国・国際の各レベルで、それぞれに実施体制を整備してきた。地
域レベルでは、関西地区 FD 連絡協議会に加盟する大学（関西地区の大学・短大の過半数）が




 全国レベルでは、オンライン上での FD 支援を MOST を利用して行っている他、財団法人電
通育英会と共催して、全国規模の大学生調査を実施し、大学生研究フォーラムを開催している。
また、FDネットワーク代表者会議に参加している各地のFDネットワークとも連携関係にある。 






のスタッフのうち、准教授 2 名、助教 4 名、研究員 1 名、教務補佐員 1 名他が特別経費で、残
り（教授 3・准教授 2 外）が学内負担によって雇用されている。その他、FD 研究検討委員会、
















本センターが中心となって平成 20 年度に関西地区 FD 連絡協議会を設立し、関西地区の大
学・短大の過半数の加盟により、活発な活動を展開している。また、毎年開催している大学
教育研究フォーラムには全国から約 500名の教職員が参加している。このように本センター







する機会をもたらし、さらに、MOSTを通じて、オンライン上での FD 支援も行われている。 
５．特別経費の事業として実施する理由及び事業計画期間終了後の取組の予定
◇他の実施主体が行うよりも効率的・効果的である理由







































③教育開発のための ICT 基盤整備（授業・カリキュラム・評価開発を支援する ICT 基盤と










 平成 24 年度
1）学内拠点――FD 研究検討委員会と連携して、プレ FD、部局 FD の支援、部局間連携、情報
提供などの活動の推進、FD パンフレット「京都大学の FD2012」の刊行を行い、これらの活
動の継続実施の体制を確立する。5 年間の活動の成果物として、プレ FD に関する単行本を
刊行する。 
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平成 22 年 9 月 7 日に、公開シンポジウム「FD ネットワークの展開と大学教育改革の方向性
を問う」を開催し、本事業に関わる田中毎実京都大学高等教育研究開発推進センター長による
基調報告に続き、天野郁夫氏、舘昭氏、羽田貴史氏、寺崎昌男氏、絹川正吉氏、小松親次郎氏
からコメントがあり、各大学の FD や FD ネットワークを支援する本センターの活動・体制が
高等教育全体にとってもつ重要性が、あらためて確認された。 
http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/publication/data/sosyo30/sosyo30_chap1.pdf にその記録がある。 







法人番号：52  法人名：京 都 大 学
  教育能力向上に向けた実践的な研究と方策の構築     
共同利用、人材養成機能充実、地域連携、FDネットワーク構築

















センターは平成 6 年の設立以来、一貫して、相互研修型 FD を理念として掲げ、学内、地域、
全国、国際の各レベルで FD 連携を築き上げてきた。なかでも中心的なものは、全国連携を担
う FD センターとしての機能である。それは、センターが全国から毎年数百名規模の参加者を




を図る。また、平成 20年度から、関西地区で進めてきた FD の組織化の手法や FD に関する共
同研究の成果をもとに、新たな FD の課題にも積極的に取り組み、アクションリサーチを通し
て FD の実践と理論をさらに発展させる。 













教育審議会答申「教育振興基本計画について」（平成 20 年 4 月）や同『学士課程教育の構築に
向けて』（平成 20 年 12 月）が指摘しているように、「各大学等における教育改善の取組を推
進するため、教員の教育力の向上のための拠点形成とネットワーク化を推進」することが必要
である。本拠点は、相互研修型 FD の理念に基づき、こうした大学間の FD ネットワークを構
築しようとするものである。 
  【独創性・新規性等】
本センターは、FD の全国連携拠点としての歴史と規模という点で、全国の FD 関連組織の先
導的役割を果たしてきている。単にフォーラムや研究会を開催するだけでなく、その中からす
ぐれた実践・研究をセンターのジャーナル『京都大学高等教育研究』や、センターが開発した
オンライン FD 支援システム MOST（Mutual Online System for Teaching and Learning）などの媒
体を通じて蓄積することにより、実践・研究の向上や成果の共有にも寄与している。  










ーラム」（毎年約 300 名参加） 
・公開研究会（毎回 20～100 名参加） 
（2）FD ネットワークの形成と支援 
・FD 関係者のネットワーク――「FD ネットワーク代表者会議（Japan Faculty Development 
Network：JFDN）」（毎年 10～15 の FD ネットワーク組織が参加）、「若手 FD 研究者ネ
ットワーク（JFDN Jr.）」（64 名が参加） 
・地域の FD ネットワーク――「関西地区 FD 連絡協議会」（関西地区の大学・短大のうち
136 校が参加） 
（3）講師派遣、相談業務など 
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・他大学に対する講師派遣：年間 30～40 件 
・他大学の教職員等からの相談：年間 15～20 件 
（4）オンライン・リソースの提供 
・「あさがお ML」（1，219 名登録）、「大学教育ネットワーク」、「MOST（Mutual Online 
System for Teaching and Learning）」（338 名登録）など。 (＊数値は平成 23 年 6 月現在)









きた。今では「大学教育研究フォーラム」には 500 名以上の参加があり、また平成 20 年度に始
まった「大学生研究フォーラム」にも約 300 名の参加があるなど年々活動規模が拡大してきて
いる。 
1）学内――京都大学における FD 活動の支援 
センターは、以下のような FD システムを構築して学内の FD 活動を支援するとともに、そ
こで得られた成果を広く公開することで、地域をはじめ、全国の大学における FD の組織化に
貢献する。 
・教育経験別教育研修――新任教員研修、プレ FD など教育経験に応じて研修機会を提供する。 
・全学の FD 支援――FD 研究検討委員会の活動を中心に、全学規模の教育改善に向けた取り組
みを支援する。 
・各研究科の FD 支援――各研究科個別のニーズに応じながら、日常的な教育改善に向けた取







2）地域――関西地区の各大学における FD 活動の連携・支援 
関西地区 FD 連絡協議会の代表幹事校・事務局および各ワーキンググループ（WG）のメンバ
ーとして同協議会を下支えし、各大学の協力を得つつ、FD 活動の連携・支援のための機会を
提供する。MOST を利用して会員校間の FD 活動の発信・ピアレビューを促進するとともに、
以下の 5 つの WG を組織し、情報支援や研修プログラムの企画・実施等を推進する。 
・情報支援 WG――会員校の FD 実施に関して情報の収集と提供を行う。 









3）全国――全国の各大学・教員による FD 活動の交流と連携 
全国の大学・教員による FD 研究・実践の交流の場を設け、情報の集約・共有を行う。また、
全国各地の FD ネットワークの間に連携関係を構築するとともに、FD 活動に携わる若手研究者
を組織化し支援する。 
・FD ネットワーク代表者会議（JFDN）――全国各地に存在する FD ネットワーク等の代表者が
集まり、FD ネットワークに関する情報交換・相互の連携関係の構築を目指す。 
・若手 FD 研究者ネットワーク（JFDN Jr.）――全国の各大学において FD を企画・推進する若
手研究者の研修ならびに情報交換の機会を提供する。 






・MOST を利用した FD 活動の促進と成果共有――オンライン FD支援システムMOSTを利用して、
FD コミュニティの形成を支援するとともに、すぐれた教育実践の蓄積・共有を図る。 
4）国際――海外の FD 関連組織との交流・共同研究、成果の発信・共有 
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  ④平成 24 年度以降の具体的な年度別実施計画














会員校の FD 活動の報告会とピアレビューを実施する。 
3）全国――オンライン FD 支援システム（MOST）の運用と充実、MOST 講習会の充実、第 19
回大学教育研究フォーラム、大学生研究フォーラム 2012 の開催、FD ネットワーク代表者会
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 平成 25 年度










2）地域―― 関西地区 FD 連絡協議会においての各ワーキング・グループと連携して、初任者
研修プログラムの継続実施、問題別のシンポジウム・ワークショップの開催、FD に関する
情報提供（講師紹介等）及び情報発信（協議会や会員校の FD 活動に関する広報）、FD に関
する共同研究の継続実施を遂行する。また、オンライン FD 支援システム（MOST）を用い
て、会員校の FD 活動の報告会とピアレビューを実施する。 
3）全国――オンライン FD 支援システム（MOST）の運用とコンテンツの充実につとめる。MOST
講習会を継続し、利用者の拡大を図る。第 20 回大学教育研究フォーラムを開催し、全国の
大学・教員による FD・教育改善に関する最新の研究・実践を交流する。関西地区 FD 連絡協
議会と共催しつつ、最先端の議論をウェブ版でアーカイブ化し、参加できなかった全国の高
等教育関係者に情報や議論を提供する。大学生研究フォーラム 2013 を開催し、FD ネットワ
ーク代表者会議（JFDN）と若手 FD 研究者ネットワーク（JFDN Jr.）支援を継続する。 





 平成 26 年度以降









2）地域―― 引き続き、関西地区 FD 連絡協議会においての各ワーキング・グループと連携し
て、初任者研修プログラムの継続実施、問題別のシンポジウム・ワークショップの開催、FD
に関する情報提供（講師紹介等）及び情報発信（協議会や会員校の FD 活動に関する広報）、
FD に関する共同研究の継続実施を遂行する。また、オンライン FD 支援システム（MOST）
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ワーク代表者会議（JFDN）と若手 FD 研究者ネットワーク（JFDN Jr.）支援を継続する。 
4）国際――引き続き、海外の FD 関連組織・研究者等との交流・共同研究を促進し、連携を強








 まず、センター内部の実施体制は、すでに記したように、平成 20 年度に助成をうけた政策課
題対応経費「大学教員教育研修のためのモデル拠点形成」及び平成 21（22）年度に助成をうけ
た特別教育研究経費（特別経費）「大学教員教育研修のための相互研修型 FD 拠点形成」によ















連携・協同して、関西地区の FD ネットワークを形成・維持している。とりわけ、11 校の幹事
校（大阪大学、大阪市立大学、神戸大学、同志社大学、立命館大学、大阪府立大学、関西大学、
関西学院大学、神戸常盤大学、龍谷大学・龍谷大学短期大学部、和歌山大学）、5 つのワーキ
ング・グループ（FD 情報支援、FD 共同実施、FD 連携企画、広報、研究）に関わる大学の協
力は大きい。 




地の FD ネットワークとも連携協力関係にある。 
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（1）フォーラム、公開研究会、シンポジウムなどの開催 
・「大学教育研究フォーラム」（平成 6 年度～）――毎年 1 回開催。全国より 500 名をこえ
る教職員が参加し、大学教育の実践・研究の成果を交流する。個人発表の要旨はアーカイ
ブ化されて公開されている（http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/edunet/forum/2010.html）。 
・「大学生研究フォーラム」（平成 20 年度～）――毎年 1 回、センターと（財）電通育英会
が共催。全国より約 300 名の教職員が参加し、大学生の学びと成長について検討する。 
・公開研究会（平成 6 年度～）――毎年数回程度、現在までに 80 回開催。毎回 20～100 名が
参加し、1 つのテーマについての報告を中心に議論する。 
・国際シンポジウム――平成 21 年 1 月に「日本の FD の未来」、平成 21 年 9 月に「学士課
程における科学教育の未来」を開催。 
（2）ネットワークの形成と支援 











・「若手 FD 研究者ネットワーク（JFDN Jr.）」（平成 20 年度～）――FD に関わる若手研究
者の全国ネットワーク。センターは事務局として活動を支援している。 
・「関西地区 FD 連絡協議会」（平成 20 年度～）――関西地区の大学・短大の過半数が参加。
各大学・短大が連携しあってリソースを相互利用・共有し、各大学・短大の自律的な教育
改善を促進していこうとする互助組織。主に、11 の幹事校、5 つのワーキング・グループ




・他大学に対する講師派遣――年間 30～40 件 
・他大学の教職員等からの相談――15～20 件 
（4）オンライン・リソースの提供 






・「MOST（Mutual Online System for Teaching and Learning）」（平成 21 年度～）――センターが
カーネギー財団との連携によって開発したオンライン FD 支援システム（https://online-tl.org/）。 







・関西地区 FD 連絡協議会のウェブサイト――本協議会で実施する FD イベント等の情報提供
や各WGの活動報告など（http://kansai-FD.org）。 





【 4 月】 
 4 月  4 日（金） 幹事会（関西地区 FD 連絡協議会） 
4 月  9 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
4 月 16 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
4 月 23 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
4 月 23 日（水） 大嶌工学部長と工学部授業アンケートプロジェクトに関する打ち合せ 
4 月 26 日（土） 総会@芝蘭会館（関西地区 FD 連絡協議会） 
【 5 月】 
5 月  7 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
5 月  8 日（木） 公開授業・検討会（山本行男教授）@共北 25（京都大学 FD 研究検討委
員会） 
5 月 10 日（土） 若手 FD 研究者ネットワーク（JFDN Jr.）コアメンバー会合@吉田南 1 号
館共 201
5 月 14 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
5 月 21 日（水）～ 5 月 30 日（金） 米国訪問（カーネギー教育振興財団、インディアナ大
学ブルーミントン校、ノースカロライナ大学チャペルヒル校） 
【 6 月】 
6 月  4 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
6 月 11 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
6 月 13 日（金） 幹事会（関西地区 FD 連絡協議会） 
6 月 16 日（月） 公開授業・検討会（クレイグ・スミス教授）@共西 02（京都大学 FD 研
究検討委員会） 
6 月 25 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
6 月 30 日（月） FD 研究検討委員会 
【 7 月】 
7 月  9 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
7 月 14 日（月） 総括班会議@吉田南 1 号館共 201
7 月 18 日（金） 幹事会（関西地区 FD 連絡協議会） 
7 月 19 日（土）～20 日（日） JFDN Jr. 合宿@三井ガーデンホテル淀屋橋 
7 月 30 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
【 8 月】 
8 月  2 日（土） 大学生研究フォーラム@百周年時計台記念館 
8 月  5 日（火） 大学院生のための教育実践講座（京都大学 FD 研究検討委員会） 
8 月 16 日（土） Denis Berthiaume 氏（ローザンヌ大学・スイス）、センター訪問 
8 月 22 日（金） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
8 月 22 日（金） 第 78 回公開研究会（川島啓二先生、国立教育政策研究所 高等教育 研究
部・総括研究官）@吉田南 1 号館 1F 会議室 
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8 月 28 日（木） 飯吉透氏（カーネギー知識メディア研究所所長）センター訪問 
【 9 月】 
9 月 10 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
 9 月 17 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
 9 月 25 日（木）～9 月 26 日（金） FD ネットワーク代表者会議（JFDN）合宿協議会@ホ
テル阪神 
【10 月】 
10 月  1 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
10 月  5 日（月）～10 月 12 日（金） Peter Spangler 氏（カーネギー教育振興財団 Program 
Associate）招聘 
10 月 11 日（土）～10 月 20 日（月） マギル大学訪問・調査、2008 ISSOTL Conference 参
加・研究発表 
10 月 22 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
10 月 25 日（土） 共同実施 WG 共催合同シンポジウム@関西学院大学（関西地区 FD 連絡
協議会） 
10 月 27 日（月） 研究 WG・授業評価 SG 会合@吉田南 1 号館共 106（関西地区 FD 連絡協
議会） 
10 月 27 日（月）～11 月 10 日（月） Web 公開授業研究 SG 2008 年度第 1 回 Web 公開授業
実施 
【11 月】 
11 月 14 日（金） 研究 WG・Web 公開授業 SG 会合@吉田南 1 号館共 201（関西地区 FD 連
絡協議会） 
11 月 15 日（土） 第 79 回公開研究会@吉田南 1 号館共 301 号室 「学生の成長を促す日本
版・単位制度の実質化」 
11 月 19 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
11 月 20 日（木） 文学部 FD 講演会 
11 月 25 日（火） 農学部 FD ワークショップ 
11 月 26 日（水） 公開授業・検討会（辻本雅史 教授）@教育学部 320（京都大学 FD 研究
検討委員会） 
11 月 29 日（土） 連携企画 WG 主催シンポジウム@立命館大学（関西地区 FD 連絡協議会） 
【12 月】 
12 月 10 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
12 月 10 日（水） 工学部教育シンポジウム@京都大学桂キャンパス 
【 1 月】 
 1 月 14 日（水） 運営会議・総括班会議@吉田南 1 号館共 201
 1 月 20 日（火） 公開授業・検討会（森本剛 先生）@医学部臨床第 1 講堂（京都大学 FD
研究検討委員会） 
 1 月 24 日（土）～1 月 25 日（日） 国際シンポジウム 
      『日本の FD の未来--Building the Core in Faculty Development--』@京都大
学芝蘭会館 
1 月 27 日（火） センター研究会 報告者：Marie- Francoise Fave-Bonnet 氏
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【 2 月】 
2 月  2 日（月） FD 研究検討委員会 WG2 会合（吉田南 1 号館 201 室） 
 2 月  9 日（月）～11 日（水）センター合宿研修会 
 潮木 守一 氏（桜美林大学大学院国際学研究科 招聘教授）招聘 
 2 月 18 日（水） 文学部公開授業･検討会打合せ（吉田南 1 号館 201 室） 
 センター運営委員会（吉田南 1 号館 106 室） 
 2 月 24 日（火） FD 評価プロジェクト研究会 
 報告者：村山 航 氏（日本学術振興会・東京工業大学） 
【 3 月】 
 3 月  4 日（水） 高等教育研究開発推進センター運営会議（吉田南 1 号館 201 室） 
 3 月 10 日（火） FD 研究検討委員会（吉田南 1 号館 106 室） 
 3 月 18 日（水） センター運営委員会（吉田南 1 号館 106 室） 
 3 月 19 日（木） 公開研究会「授業評価から FD 評価へ」@京都大学百周年時計台記念館
（関西地区 FD 連絡協議会） 
3 月 20 日（金）～3 月 21 日（土） 第15回大学生教育研究フォーラム@百周年時計台記念
館、吉田南 1 号館 
ی ᖺᗘ
【 4 月】 
 4 月  1 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 106
 4 月 10 日（金） 2009 年度第 1 回幹事会（関西地区 FD 連絡協議会） 
 4 月 17 日（金） FD 研究検討委員会 
 4 月 25 日（土） 2009 年度総会@百周年時計台記念館（関西地区 FD 連絡協議会） 
【 5 月】 
 5 月  6 日（水） センター研究会 報告者：デヴィッド・ボーム先生（David Baume）
（FSEDAFHEA,England） 「Teaching in Higher Education and Academic 
Develoment Considered as Professions」 
 5 月 13 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
【 6 月】 
 6 月  3 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
 6 月 16 日（火） 研究 WG・授業評価研究 SG 2009 年度第 1 回会合@吉田南 1 号館共 106
（関西地区 FD 連絡協議会） 
 6 月 17 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
 6 月 22 日（月）～7 月 6 日（月）
Web 公開授業研究 SG 2009 年度第 1 回 Web 公開授業 実施 
6 月 26 日（金） センター研究会 報告者：マシュ ・ーワーレット先生（Mathew L. Ouellett）
（University of Massachusetts Amherst）「Faculty Development in the U.S.: 
Universities and the Role of the POD Network in Higher Education」 
【 7 月】 
 7 月  3 日（金） 文学研究科プレ FD プロジェクト運営会議@吉田南 1 号館共 201
 7 月 15 日（水） 文学研究科プレ FD プロジェクト公開検討会@吉田南 1 号館共 201
 7 月 18 日（土）～19 日（日）若手 FD 研究者ネットワーク（JFDN-Jr.）第 2 回合宿研究会
@京都外国語大学 
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 7 月 22 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
 7 月 25 日（土）・26 日（日）大学生研究フォーラム 2009 @百周年時計台記念館 
【 8 月】 
 8 月  4 日（火） 大学院生のための教育実践講座（京都大学 FD 研究検討委員会） 
 8 月  7 日（金） センター研究会 報告者：飯吉透氏（マサチューセッツ工科大学教育イ
ノベーション・テクノロジー局 シニア・ストラテジスト） 
8 月 12 日（水） FD 共同実施 WG 研究会@吉田南 1 号館共 201（関西地区 FD 連絡協議会） 
8 月 25 日（火） センター研究会  報告者：Saeed Paivandi 氏（パリ第 8 大学） 
【 9 月】 
9 月  3 日（木） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
 9 月  4 日（金） 研究 WG・Web 公開授業研究 SG 会合@吉田南 1 号館 1 共 23（関西地区
FD 連絡協議会） 
 9 月  9 日（水）～10 日（木）FD ネットワーク代表者会議（JFDN）@京都大学 芝蘭会
館別館 国際交流会館 
9 月 16 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
 9 月 25 日（金） 講演・パネルディスカッション 講演者：カール・ワイマン先生 「学
士課程における科学教育の未来」@百周年時計台記念館 
【10 月】 
10 月 14 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
10 月 22 日（木）～27 日（火）ISSOTL Conference2009 参加・研究発表 
【11 月】 
11 月  4 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
11 月 14 日（土） 第 80 回公開研究会「学生の声から探る教育改善の課題―京都大学工学部
の授業アンケート・学生調査を通して―」（関西地区 FD 連絡協議会共
催） 
11 月 18 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
11 月 24 日（火） 農学部 FD シンポジウム（FD 研究検討委員会） 
【12 月】 
12 月  2 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
12 月  4 日（金） 第 5 回工学部教育シンポジウム@百周年時計台記念館百周年記念ホール 
12 月  7 日（月） 公開授業・検討会（田口真奈先生）@吉田南総合館共北 12
12 月  9 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
12 月 10 日（木） 文学研究科プレ FD プロジェクト運営会議@吉田南 1 号館共 201
12 月 12 日（土） FD 連携企画 WG 主催シンポジウム「思考し表現する学生を育てるー書
くことをどう指導し、評価するか？－」II@関西大学千里山キャンパス
（関西地区 FD 連絡協議会） 
12 月 14 日（月）～28 日（月）
Web 公開授業研究 SG  2009 年度第 2 回 Web 公開授業 実施 
【 1 月】 
1 月 12 日（火） 公開授業・検討会（平出敦先生）@芝蘭会館 山内ホール 
1 月 13 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
1 月 20 日（水） 文学研究科プレ FD プロジェクト研修会 
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1 月 27 日（水）～29 日（金） センター合宿研究会 
【 2 月】 
 2 月  8 日（月） センター研究会 報告者：Gloria Dall'Alba 氏（University of Queensland, 
Mellebourne） 
 2 月 10 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
【 3 月】 
 3 月 12 日（金） 運営会議@吉田南 1 号館 201
 3 月 17 日（水） FD 共同実施 WG 主催「初任者研修担当者ワークショップ」（関西地区
FD 連絡協議会） 
 3 月 17 日（水） MOST 講習会@吉田南総合館北棟共北 24
 3 月 18 日（木）～3 月 19 日（金） 第 16 回大学教育研究フォーラム@百周年時計台記念
館、吉田南 1 号館、吉田南総合館 
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【 4 月】 
 4 月  1 日（木） 運営会議@吉田南 1 号館共 106
 4 月  9 日（金） 関西地区 FD 連絡協議会第 4 回幹事会 
 4 月 17 日（土） 大学生キャリアセミナー京都第 2 回セミナー（2〜3 回生対象） 
 4 月 24 日（土） 関西地区 FD 連絡協議会第 3 回総会@百周年時計台記念館 
 4 月 25 日（土） 大学生キャリアセミナー京都（学習サロン） 
【 5 月】 
 5 月  8 日（土） 大学生キャリアセミナー京都第 1 回セミナー（新 1 回生対象） 
 5 月 12 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
 5 月 12 日（水） FD 研究検討委員会 
5 月 14 日（金） 平成 22 年度 第 1 回新工学教育プログラム実施専門委員会 
 5 月 17 日（月） 国立ソウル大学校教授学習開発センター（Centre for Teaching and 
Learning of Seoul National University）のセンター訪問・研究会 
 5 月 22 日（土）大学生キャリアセミナー京都（学習サロン） 
 5 月 28 日（土） MOST 講習会（2010 年度第 1 回） 
5 月 29 日（土） 大学生キャリアセミナー京都（学習サロン） 
【 6 月】 
 6 月  2 日（水） サイエンスコミュニケータープロジェクト：オリエンテーション 
 6 月  8 日（火） サイエンスコミュニケータープロジェクト：オリエンテーション 
 6 月 12 日（土） 大学生キャリアセミナー京都（学習サロン） 
 6 月 16 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
 6 月 19 日（土） 大学生キャリアセミナー京都第 3 回セミナー（2〜3 回生対象） 
 6 月 26 日（土） 大学生キャリアセミナー京都第 2 回セミナー（1 回生対象） 
 6 月 30 日（水） FD 研究検討委員会・第 1 回勉強会 
【 7 月】 
 7 月  8 日（木） サイエンスコミュニケータープロジェクト：事前研修 
 7 月 14 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
 7 月 15 日（木） 文学部 FD 講演会 
 7 月 16 日（金） MOST 講習会（2010 年度第 2 回） 
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 7 月 20 日（火） 公開授業・検討会（高等教育研究開発推進センター及川恵准教授・共通
科目（A 群） 「心理的ストレスと適応」） 
【 8 月】 
 8 月  2 日（月） 大学生研究フォーラム 2010
 8 月  4 日（水） 大学院生のための教育実践講座 
 8 月  5 日（木） 文学研究科プレ FD プロジェクト公開検討会 
 8 月  5 日（木） FD 共同実施 WG 研究会（関西地区 FD 連絡協議会） 
【 9 月】 
 9 月  2 日（木） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
 9 月  3 日（金） 新任教員教育セミナー 
 9 月  7 日（火） 公開シンポジウム「FD ネットワークの展開と大学教育改革の方向性を
問う」 
 9 月  8 日（水） FD ネットワーク代表者会議（JFDN）2010
 9 月  8 日（水） 若手 FD 研究者ネットワーク会議第 3 回合宿研究会 
 9 月 27 日（月） 授業評価研究 SG2010 年度第 1 回会合（関西地区 FD 連絡協議会） 
 9 月 28 日（火）〜10 月 1 日（金）ソウル大学（28 日）・梨花女子大学（29 日）・ソウル
女子大学（30 日）・高麗大学（1 日）教授学習センター訪問 
【10 月】 
10 月  5 日（火） 公開授業・検討会（工学研究科 須田淳准教授） 
10 月  6 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館 201 室 
10 月 18 日（月）〜22 日（金）：ISSOTL Conference2010 参加・研究発表 
10 月 22 日（金） 平成 22 年度 第 2 回新工学教育プログラム実施専門委員会 
【11 月】
11 月 10 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館 201 室 
11 月 11 日（木） サイエンスコミュニケータープロジェクト：報告会 
【12 月】
12 月  3 日（金）第 6 回工学部教育シンポジウム 
12 月 15 日（水）運営会議@吉田南 1 号館 201 室 
【 1 月】 
 1 月  8 日（土） FD 連携企画 WG ワークショップ「思考し表現する学生を育てるー書く
ことをどう指導し、評価するか？III－」（関西地区 FD 連絡協議会） 
 1 月 12 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館 201 室 
 1 月 26 日（水）～28 日（金）センター合宿研究会 
【 2 月】 
 2 月 16 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館 201 室 
 2 月 20 日（日） 国際シンポジウム「高校/大学から仕事へのトランジション －自己形成
の場としての学校教育の到来－」@京都大学百周年時計台記念館 
 2 月 23 日（水） センター研究会（報告者：ジェームズ・コテ先生（James Côté）（ウェス
ターンオンタリオ大学教授、カナダ）） 
2 月 24 日（木） 文学研究科プレ FD プロジェクト研修会@吉田南 1 号館 
2 月 28 日（月） FD 研究検討委員会 
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【 3 月】 
3 月  9 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館 201 室 
 3 月 11 日（金） MOST 講習会 
 3 月 16 日（水） 授業評価 SG 主催・授業評価ワークショップ II（関西地区 FD 連絡協議会） 
 3 月 17 日（木）～18 日（金）第 17 回大学教育研究フォーラム@京都大学百周年時計台記
念館、吉田南 1 号館・総合館 
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【 4 月】 
 4 月  1 日（金） 運営会議@吉田南 1 号館共 106
 4 月  4 日（月） 文学研究科プレ FD プロジェクト 事前研修会 
4 月 27 日（水） 関西地区 FD 連絡協議会第 5 回幹事会 
【 5 月】 
 5 月 11 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
 5 月 21 日（土） 関西地区 FD 連絡協議会第 4 回総会@百周年時計台記念館 
 5 月 30 日（月） FD 研究検討委員会 
【 6 月】 
 6 月  8 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
 6 月 10 日（水） MOST 講習会（2011 年度第 1 回） 
 6 月 30 日（木） サイエンスコミュニケータープロジェクトオリエンテーション 
【 7 月】 
 7 月  7 日（木） FD 研究検討委員会第 4 回勉強会 
 7 月  8 日（金） サイエンスコミュニケータープロジェクト事前研修会 2011
 7 月 12 日（火） 公開授業・検討会（情報学研究科情報教育推進センター・特定講師 稲
葉 利江子）全学共通科目 複数群科目（A・B 群） 「情報と教育」 
 7 月 21 日（木） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
【 8 月】 
 8 月  1 日・2 日（月・火） 大学生研究フォーラム 2011
 8 月  4 日（木） 大学院生のための教育実践講座 2011
 8 月 31 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
【 9 月】 
 9 月  1 日（木） 2011 年度京都大学新任教員教育セミナー 
 9 月  5〜6 日（月・火） 若手 FD 研究者ネットワーク（JFDN Jr.）合宿研究会 
 9 月  9 日（金） MOST 講習会（2011 年度第 2 回） 
 9 月 13 日（火） FD ネットワーク代表者会議（JFDN） 
 9 月 22 日（木） 運営会議@吉田南 1 号館 
【10 月】 
10 月 12 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
10 月 20 日（水）〜23 日（火） ISSOTL2011 参加 
【11 月】 
11 月  1 日（火） 公開授業検討会（高等教育研究開発推進センター・特定准教授 酒井 博
之） 全学共通科目複数群科目（A・B 群） 「音響心理学概論」 
11 月  9 日（水） 運営会議@吉田南総合館北棟 4127 会議室 
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11 月 28 日（月） FD デザイン研究 SG 公開研究会（関西地区 FD 連絡協議会） 
11 月 30 日（水） サイエンスコミュニケータープロジェクト報告会 2011
11 月 30 日（水） センター研究会 報告者：フェレンス・マルトン氏（ヨーテボリ大学名
誉教授） 
【12 月】 
12 月  1 日（木） 高等教育研究開発推進センター第 82 回公開研究会@芝蘭会館別館 フ
ェレンス・マルトン先生 「Deep Learning にもとづく大学教育のあり方」 
12 月  2 日（金） 第 7 回工学部教育シンポジウム 
12 月  7 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館共 201
12 月 17 日（土） FD 連携企画 WG ワークショップ「思考し表現する学生を育てるⅣ－ラ
イティング指導の方法－」@立命館大学（関西地区 FD 協議会） 
【 1 月】 
 1 月 11 日（水） 運営会議@吉田南 2 階会議室 
 1 月 25 日（水）～27 日（金）センター合宿研究会
【 2 月 】 
 2 月  9 日（木） センター研究会 報告者：ダニエル・バーンスタイン氏（ISSOTL 次期
会長・カンザス大学） 
 2 月 12 日（日） 第 83 回公開研究会「大学教育におけるポートフォリオの活用ー授業改善
からカリキュラムの活用ー」@京都大学百周年記念館国際交流ホール 
 2 月 23 日（木） 文学研究科プレ FD プロジェクト研修会@吉田南 1 号館 
【 3 月 】 
 3 月  1 日（木） センター研究会 報告者：Chris M. Golde 氏（スタンフォード大学） 
 3 月  2 日（金） MOST 講習会
 3 月  8 日（木） 運営会議@吉田南 2 階会議室 
 3 月 15 日（木）～16 日（金） 第 18 回大学教育研究フォーラム @京都大学百周年時計台
記念館、吉田南 1 号館・総合館 
ی ᖺᗘ
【 4 月】 
 4 月  4 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館（共 201 号室） 
 4 月  5 日（木） 文学研究科プレ FD プロジェクト 事前研修会 
 4 月 20 日（金） 関西地区 FD 連絡協議会第 6 回幹事会 
【 5 月】 
 5 月  9 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館（共 201 号室） 
 5 月 19 日（土） 関西地区 FD 連絡協議会第 5 回総会@芝蘭会館 
 5 月 30 日（水） FD 研究検討委員会 
【 6 月】
 6 月  6 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館（共 201 号室） 
【 7 月】
 7 月  4 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館（共 201 号室） 
【 8 月】
 8 月  1 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館（共 201 号室）
 8 月  7 日（火） 大学院生のための教育実践講座 2012
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 8 月 19～20（日・月） 大学生研究フォーラム 2012
 8 月 27 日（月） MOST 講習会（2012 年度第 2 回）
【 9 月】 
 9 月  5 日（水） FD ネットワーク代表者会議（JFDN）@京都大学芝蘭会館 
 9 月  7 日（金） 新任教員教育セミナー
9 月 21 日（金） センター研究会 報告者：アラン・クーロン氏（パリ第８大学） 
 9 月 25 日（火） 運営会議@吉田南 1 号館（共 201 号室） 
【10 月】 
10 月  9 日（火） センター研究会 報告者：アンジェリカ・ナテラ氏（ハーバード大学）
10 月 10 日（水） 第 84 回公開研究会 講師：エリック・マズール先生「ピア・インストラ
クションによるアクティブラーニングの深化」@京都大学百周年記念館
国際交流ホール 
10 月 17 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館（共 201 号室） 
10 月 24 日（水）～27 日（土）  ISSOTL2012 参加 
【11 月】 
11 月 14 日（水） 運営会議@吉田南 1 号館（共 201 号室）
11 月 20 日（火） センター研究会 報告者：ジョン・ダグラス氏（カリフォルニア大学バ
ークレー校） 
11 月 26 日（月） FD 研究検討委員会勉強会@図書館ライブラリ・ホール 
11 月 29 日（木） 公開授業検討会（高等教育研究開発推進センター・教授 飯吉 透）全学
共通科目（A 群） 「オープンエデュケーションの世界」 
【12 月】 
12 月  7 日（金） MOST 講習会（2012 年度第 3 回） 
12 月 12 日（水） 運営会議@吉田南 2 階会議室 
【 1 月】 
 1 月 27 日（日） 国際シンポジウム『ネットワーク時代の大学教育改善―学びと教えの相
互進化を持続させる―』@京都大学芝蘭会館 
 1 月 29 日（火） センター研究会 報告者：ランディ・バース先生 
 1 月 30 日（水）～31 日（木）センター合宿研究会
【 2 月 】 
 2 月  1 日（金） センター研究会 報告者：エリザベス・バークレイ先生 
 2 月 14 日（木） 文学研究科プレ FD プロジェクト研修会@吉田南 1 号館 
 2 月 22 日（金） 第 83 回公開研究会「大学教育におけるポートフォリオの活用ー授業改善
からカリキュラムの活用ー」@京都大学百周年記念館国際交流ホール 
【 3 月 】 
 3 月 14 日（木）～15 日（金） 第 19 回大学教育研究フォーラム @京都大学百周年時計台
記念館、吉田南 1 号館・総合館
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